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《中間テストを返却した次の授業『平方根とは』の感想より》 

なんて輝いている文章でしょうか。テストを返した日のあなたの落ち込みを見

て心配していたのです。でも、この日のあなたの元気な姿を見て、逆に私が励ま

されました。あなたの前向きなエネルギーはすばらしいと思います。 

《中間テストを返却した次の次の授業『平方根とは』の感想より》 

どうも今週は、このクラスも、以前に比べて元気がなかったようです。やはり

テストの影響でしょうか。でも、あなたはこの日も、私の波長にぴったりシンク

ロできていましたね。とりわけ、練習プリントをやり上げた後すぐに、『平方根

とは 解説プリント』をサクサクやっている姿が印象的でした。 

《中間テストを返却した次の授業『面積２の正方形の 1 辺の長さ』の感想より》 

いつもグハーッと笑い、グワーッと集中できるこのクラスにはすごいものがあり

ます。そして、未知の世界への遥けき好奇心を、ズバリ表出したこの感想。これが、

《数学の心》、言い換えれば《真善美》の真の世界への入り口です。 



                           

  No.２ 07 年 6 月 4 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日は 5月 31 日と 6月 1日の各クラスの授業から紹介します。 

まず、「分かる」「楽しい」「おもしろい」と言う声。授業で何か一つ心が動く瞬間があっ

て、このように「おもしろい！」と叫ぶ。それが《潜在
せんざい

意識
い し き

に種を蒔
ま

く》ことになります。

√さんと仲良くなって√さんを好きになると、いずれ、いいことが起こるよ。 

小さな《発見》と《未知への疑問》。大したことじゃないと思うかもしれない。でも実

はこれこそが、新世界との遭遇なのです。そして、そこに感動できる感性がとてもいい。

この疑問はすごいですよ。

授業でも、これについては触

れたいと思います。今のとこ

ろ、この疑問に対する答は、

ヒミツだなぁ～。 

「おもしろい」と感じられる

こと自体が、もうすでにあな

たの内に、「わかり」そして

「できる」ようになる青写真

があることを表しています。

前回の授業がちょっと分か

りにくかったよね。その壁を

乗り越えたあなたに拍手！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《分からないところ》があるということ。これもすばらしい。一生懸命向き合ったから

こそ、この《分からない》という壁が現れてくるのです。ところで、ここでの「わかり

にくい」のは今は気にしなくてかまいません。次の乗法を勉強しているうちにわかるよ

うになります。今「分かりにくい」のは当然のことなんよ。 

《分かる》から《できる》への階段を上るためには、「意志の力」で問題に取り組ん

で解いていく努力をすることが必要です。そして、「自分で」それをすることが、力を

つけるための秘訣なのです。 

そう。「自分で」。そのことに自分で

気がついたことは大きな収穫だよ。 

うん。あなたもあのとき「自分で」

私を呼んで質問したんだよね。それ

が、「わかる」ことにつながったね。 

こういってくれるのを聞くと嬉しいです。耳鳴りがして危なかったけれど、作ってよかったなあ

と思います。 

間違いなく「力」がついているよ。 

「ここがわからない」と声に出して

言えるところがいいねえ。 





                           

  No.３ 07 年６月８日 

今日は、あるクラスの 3 人の人の、平方根の授業 3 回分の感想を紹介したい

と思います。《授業『平方根の大小』→『乗法①』→『乗法②』の感想より》 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『平方根の大小』の授業で、その核心のところ（√のついた数の大

小をどうやって調べればいいか）をつかんだのですね。それが、「分

かりやすくてよかった」という声になっていますね。 

そして、次の乗法の授業。「多分…ってか絶対によく分かった。」こ

れは、私が読んでとても嬉しい声でした。なぜなら、あの授業のとき

あなたの「分かった」という輝きを、ズバリ私も感じていたからです。 

さらにその次の授業でも。開始チャイムと同時に黒板に書き始めて

例題を二つ。練習も 2 つずつミッチリやりましたよね。クラス全体が、

暑さをものともせず、しかも後半になるほど集中力は増していく。そ

の中で、あなたは練習プリントもサクサクとやっていましたね。あの

授業を「楽しかったです」と言えるあなたは、まさに数学の真の世界

のリズムと一体化していたのですよ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「おもしろい」→「がんば

ってする」→「よく分かる」

→「楽しい」という光転循環

が生まれていますね。 

また、「例題のときは全然

あっていないけど、解答する

とよく分かります」というの

は、まさにあの授業のリズム

をよくとらえているわけで

す。はじめ「例題」が分から

ないからこそ、その壁を乗り

越えるのが「楽しい」のです。

これは一つの『数学的発見』

なんですよ。 

あなたのすばらしいとこ

ろは、いつも「自分が次に何

をする」ということを心に刻

印しているところです。「教

科書の問題をしよう」→「復

習しよう」→「プリントをや

り直そう」。 

その 1 時間の授業の中で、

自分で、自分のすべき課題を

見つけていますね。1 時間の

授業が何倍もの効果をあな

たにもたらすでしょう。 

これこそが、数学の学習を

深めていく秘伝です。 

ハイ。いいんですよ。 



                           

  No.４ 07 年６月 15 日 

今回は、平方根の乗法・除法の授業の感想を紹介したいと思います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そうです。これは、途

中の式を書くことの

大きな効果です。 

うん。前頭葉は焦

らずじっくり、ゆ

っくりと使うこ

とだね。 

何回もやっている

とだんだん分かっ

てくる。そう。これ

も、秘訣です。 

何度も繰り返し練習して側頭葉の処

理に結び付けていくと、《量・質転化

の法則》によりスラスラッとできる

ようになります。 

「難しい。」 けど、「楽しい！！」 いいねえ！ 

『急がば回れ』だね。着実に力がつくよ。 

その一声は、私にとっても大きな励みになります。

そのとき、あなたの大脳前頭葉がとっても活性化されているよ。こうして、

《考える力》が身につくんです。 



この表現面白いね。うん。これもまさに、大脳前頭

葉がフル回転しているってことだ。 

あなたのの《チャレンジ》の成果です。

初めは難しそうだったけど、心のエネルギー

を使って正面から取り組んだから、この嬉し

さがあなたに返ってきたんだね。 

「解くのが楽しい」このひとことがいいねえ。

間違いなく力がついているよ。前頭葉は、自分から意欲的に集中して

やっているとき、最も力がつくんよ。 

そう。それが大切。人間、ある

ことを学習してせっかく頭に入

れても、9 時間復習しなかった

ら、忘れてしまうからね。 

長い式をきちんと正確に復元する力というの

は、確実に前頭葉を鍛えますよ。 

《集中》と《リラックス》だねえ。クラスに

この両方が兼ね備わっている。だから、メン

タルフォースフィールドに共鳴現象が起こ

っています。

これを読んで嬉しいのは「朝からドタドタしていたけど楽しかっ

た」という一言です。数学がある種の《癒し》になっているねえ。



うん。その日のうちに復習するといい。 

   数学では、復習は絶対に必要です。

２次方程式も三平方の定理も、あな

たはバッチリ理解できるよ。 

ピンポーン。すんばらしい！しょう

もないどころか、すんばらすぃー！ 

いい一言だねえ。授業 1時間のあなたの

頑張りがこの一言に集約されている。 

あなたの毎日の誠実な頑張りが、実を結

んできているんだよ。そして、何よりも、

そのことが「楽しさ」となってあなた自

身に返ってきているもんねえ。 

その勢いだぁー。９時間以内にネ。 

うん。そのためには、練習あるのみ。 

雨の日もあれば晴れの日もある。難しくて分からない

ときにもあきらめずにがんばるからこそ、スラスラで

きるときもやってくるんだね。 



 
 

 

 

 
 

 

 

これ。これ。これですよ。中学３年生の数

学になると、内容が高度ですから、学校の

週３時間の授業だけでは十分とはいえま

せん。このあなたの努力を習慣にすると、

やがて大きな成果につながること、間違い

ないよ。 

あなたの笑顔もとってもよかった。伸び伸びと

したいい字を書くねぇ。 

いいぞぉ。逆境のとき（分からないとき）こそ、

落ち着いてやってみる。すると、道が開けるも

のです。 

ハイ。そう思ったときから、すでにあ

なたの「内」に種は蒔(ま)かれている。

同じ問題を何度も繰り返しやってご

らん。途中の式を書かなくても、パッ

とできるようになります。 

そのプリントはあなたにとって価値があるよ。

それでいいんです。内容が高度なとき

は、分かるまでに３日かかることだって

あるんよ。でも、その時間こそが大切。

そうなんよね。この一言も、含蓄のある言葉だぁ。「分か

る」まではしんどいけれど、「分かって」しまえば簡単。 



                           

  No.４’  07 年６月15日 

続きです。 

 

せっかく載せたんだけど、

薄くて見えない～。残念。

いぇー！ マジック、まだまだあ

るで。 

じつは、３年生でやるものは、

大体みなこんな感じです。…と

言うことは、ここで「分かる」

体験ができた人は、後のも全部

「分かる」からね。 

「今日も」と言ってくれるところが嬉しいよ。

実は、途中の式があるからこそ分かりやすいんだ。あなたの

この一文は、そこを潜在的に見抜いているね。 

「意外と」という一言が面白い。 

アチャ～。これも薄くて見えな～い。 

そうそう。必ずやっておこう。９時間以

内にやるといいよ。 

説明を聞いて「分かる」ということもとても大切だね。土居中生は「聴

く」がしっかりできるからすばらしい。これは大きな力です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うん。あなたの表情が、ほんとに「楽しい」って感じでした。

これって、とってもいいことなんよ。楽しくてよくわかったっ

ていうときは、ほんとに潜在意識にまで入っているからね。 

あなたもいつも本当に表情がいいね。幸せを呼ぶ笑顔だね。

前頭葉 

右脳 左脳 

意欲、集中、思考、抑止。 

リラックス 

イメージ把握 

自動化 

《量質転化の法則》 

例えば： 2 のイメージが分かる。

「√さんと仲好し」という感

じがしている。など。 

例えば：√の計算の式変形一つ一つの意

味が分かる。自分でそれを復元

できる。など。 

例えば：練習プリントの計算は、

途中の式を飛ばしても正

確に答を出せる。教科書や

ワークの問題を自分でど

んどん解いていく。など。

用語解説コーナー 

１ 

２ 

３ 

注意：「テストができる」ためには、上の③の段階までやっておかなければ

なりません。しかし、授業だけでは、その③の練習のための時間は取れ

ないのが現状です。自分でそれをやるかどうかが分かれ道です。現在期

末テスト１０日前。教科書やワークは自分でどんどんやっておこう。 



                           

  No.５  07 年６月 25 日 

 

『平方根の加減①』の授業の感想を、１組と４組の人の感想を載せます。 
 



 
 



                           

  No.５’  07 年６月25日 

 



 

 

 

今回は 2 クラスの全員の感想を載せました。 
同じ 1 時間の授業を受けても、いろいろな想いがあることが分かります。今

日は、脳内ホルモンの観点から解説して見ます。 

 
「分かった」という手ごたえが（小さくてもいい、一つでもいい）持てた

という人は、それは大きな収穫です。 
なぜならその時、脳内ホルモンの、セロトニン（ほのぼのホルモン）やベ

ータエンドルフィン（しあわせホルモン）が視床下部からパァーッと脳内に

広がっているからです。「プリントがたくさんあるけど、やるぞ！」そして｢や

ったー！｣っていうのはドーパミンです。 

 
では、「分かりにくかった」ということについてはどうでしょう？  
このときは、コルチゾールなどのストレスホルモンが出ますが、「ここが分

からない」というピン押しができれば、それは大きな第一歩です。初めのス

トレスホルモンが、ノルアドレナリンなどに変わって、困難《「分からない」

という状況》に立ち向かい始めるからです。これは、数学に限らず何をやっ

ても、誰がやっても必ず体験することです。 

 
まとめると、前者は《リラックス》、後者は《集中》ということになります。

言い換えれば、「楽しさと集中のバランス」が大切だということですね。 



                           

  No.６  07 年６月 26 日 

 

『平方根の加減①』の授業の感想を、２組と５組の人の感想を載せます。 
 

２組 



 

 

 

５組



組 

 

  

 

 

 

 



                           

  No.６’  07 年６月26日 

 

さらに、『平方根の近似値』の授業の、３組の人の感想です。 
 

３組



 

 

 

 



 


